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浜松市内周辺

上進率100％に向けて

①２３ＷＳＪに参加するスカウト
　ＢＳ⇒３名／７名(43%)、ＶＳ⇒３名／６名(50%)、ＲＳ(ＩＳＴとして)⇒４名／６名(67%)
　参加意識が高いのは、ベンチャー隊活動を可視化している。
　◆スカウトへのプレゼンテーション
　　事前に行い、活動への意欲を高めるために行う。
　◆保護者へのプレゼンテーション
　　22WSJや16NJなど活動後に行い、スカウトの成長を知る機会とし、自分の子供への期待を
　　植え付ける。
　活動報告は視覚効果を狙ってムービーにて報告する。
　・保護者会、育成会総会にて報告
　・団行事などで、BVSスカウト、CSスカウト、BSスカウトにも報告する

②当団の上進率は１００％、今回はＢＳ⇒ＶＳ、ＶＳ⇒ＲＳについて
　●活動重視のシステム
　●企画書・計画書は慣れてくれば書けるようになる（２回目、３回目と徐々に良くなる）
　●スカウトのやる気やモチベーションを下げないよう、やりたいことをやらせる
　●行うことによって学ぶということ
　●隊長はスカウトを信頼すること⇒「おきて」の実践

③ＶＳ隊指導者の便利ツール
　ＬＩＮＥ⇒スカウトとの連絡用、またグループ活用で打ち合わせにも使える
　ＤＲＯＰＢＯＸ⇒プロジェクトの置き場所。議長や隊長の承認がしやすい。メールでは手間がかかる

④ＶＳ隊の活動を活発にするためにはＢＳ隊の活動が重要
　班活動(班ハイキング・班キャンプ)をしっかりやる（企画・計画をたてさせる）
　ＶＳ上進時までに取得しておくべきバッジを理解し、取得させておく

⑤段階的教育システム
　各部門の活動のねらい、活動目標を忠実に実行していくこと
　短期プログラム(隊集会までのプログラム)、中期プログラム(１年間のプログラム)、長期
　プログラム(入隊から上進までのプログラム)、超長期プログラム(入隊から25歳までのプロ
　グラム)を団委員、各隊指導者が理解した上で運営していく必要がある



上進率100％に向けて

日本ボーイスカウト浜松第１団

平成２７年組織拡充大会



浜松第１団

１９５４年設立 創団６１年

２０１５年登録人数
・ＢＶＳスカウト ６名
・ＣＳスカウト ６名
・ＢＳスカウト ７名
・ＶＳスカウト ６名
・ＲＳスカウト ６名
・団委員、指導者 １３名



２３ＷＳＪへの参加スカウト

ＢＳスカウト ３名

ＶＳスカウト ３名

ＩＳＴ（ＲＳ） ４名

／７名

／６名

／６名

４３％

５０％

６７％



ベンチャー隊活動の可視化

☆２つのプレゼンテーション

スカウトへのプレゼンテーション

保護者へのプレゼンテーション

• 事前に行う
• 活動への意欲を高める

• 活動後に行う
• スカウトの成長を知る機会



活動報告は視覚効果を

保護者会
育成会総会
団行事



活動重視

企画書・計画書の書き方よりも実施させる



スカウトを

信頼
すること



ＶＳ隊長の便利ツール

スカウトとの連絡に プロジェクトの管理に



ＢＳ隊での活動が重要

班活動の実施により自発的になる

ＶＳ隊上進時までに取得しておく
バッジを理解する



段階的教育システム

•ＢＳ隊はＶＳ隊を見据えて活動計画を
たてる

•ＣＳ隊はＢＳ隊を、ＢＶＳ隊はＣＳ隊を

次のステップがわかっているから上進する



まとめ

•各部門が基本に忠実

•年代の特性に合わせた指導・支援

•小集団（班・組・チーム）を活性化させる

•指導者は次の部門の進歩を考慮して

プログラムを策定する



お ま け

今年大学へ進学したスカウトは

大学ローバー、地域ローバーに

所属しました。



ありがとうございました。


